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J'ai deux mains : la main droite et la main gauche, Chaque main a 
cinq doigts : un, deux, trois, quatre, cinq. 私がまだ小学校の生徒であっ
た時の教室の有様が目に浮びます。生徒は一人一人立ち上って、身振りをしな
がら、この文章を唱えるのですが、数を勘定する場合、生徒はみな指を折り曲
げます。 「なぜ、指を隠すのですか、指を見せなければいけません」と、フラ
ンス人の先生は言います。先づ握り拳をつくり、 un,deux, troisと言いなが
ら拇指、人差し指、中指の順序に伸ばして行きます。生徒にも同じように指を
伸ばさせるのですが、うまく行きません。いつの間にか生徒は指を折り曲げて
しまいます。習慣の相異で仕方がありません。しかし、フランス人は数を勘定
する時、日本人と反対に指を伸ばす習慣があるということを知りました。先日、
知人の子供が来ての話に、学校でフランス人の音楽の先生が親指を伸したり、
親指と人差し指を伸ばしたりされたが、意味がよく分らないで、コーラスが揃
わなかったと言っているのを聴いて、言葉を習うと同時にフランス人の習慣も
心得て置く必要があると思いました。曜日の名前にしても、日本では普通、日、
月、火と日曜日から始めますが、フランス人は lundiから始め dimancheで
終わります。 dimanche,lundi, mardiと並べることは、 フランス人の習慣に
反していることであります。 Quelest le premier jour de la semaine ? の
答は Lundiest le premier jour de la semaine. であり Quelest le 
dernier jour de la semaine ? の答は Dimanche.であることを見れば分りま
す。
文法上から見て誤でなくとも、一般のフランス人は使わない言い方もありま
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す。例えば aime-ie?finis-je? がそれで est-ce que j'aime ; est-ce que 
je finisというのが普通で、無理に aime-je?と言えば pretentieuxである
と、フランス人は言うでしょう。
初級フランス語の教科書に Commentallez-vous? -Je vais bien, merci 
beaucoup. Et vous ? という文例を見かけたことがあります。文法上から見れ
ば決して誤ではありません。しかし、フランス人の習慣上から見れば正しいと
は言えないと思います。なぜならば、試みにどのフランス人でも構いません。
Comment allez-vous? と挨拶して御覧なさい。恐らくは 10人が10人とも、
Et vous-meme? と言うでしょう。 Et vous? だけでぶち切ってしまうフラ
ンス人はありません。
Liaisonの問題にしても、日常会話の際は Liaisonするか、しないかは、全
く習慣によるものと思われます。 Hiatusとか Eupbonieとかが問題にされる
のは、詩の朗読とか韻文劇とかに於いてのみではないでしょうか。後者の場合
でさえも、時代と共に変化して来るのではないかと考えられます。今から30数
年前、正確に言えば1925年に ComedieFrani;aiseの RogerMonteauが吹
き込んだ disqueによれば、 Andromaqueの中に出て来る Vatrouver,.., 
HermioneはLiaisonされています。工藤教授の御研究によると、 Vatrouver 
Hermioneは Liaisonしないとあり、同教授は J.-L, Barrault氏の意見を
挙げておられます（日本フランス語学会．フランス語研究.27号）。 これは、
時代による変遷であるか、或は単なる個人の趣味による相異であるか、私は断
定を下すことが出来ません。
多くの外国人同様、私は tutoyerしたことがありませんから、 2人称単数形
の動詞の Liaisonについては、従来全く無頓着でありました。 恥ずかしい話
ですが1956年の夏までは、教科書に出て来る tuas,..,aime ; tu as,..,eu ; tu 
as,..,un Hvre等をすべて Liaisonしていました。 この年、神戸駐在のフラン
ス総領事に招かれて、同氏の3人の子供 (12オ、 10オ、 8オ）と遊ぶ機会を持
ちました。その時、初めて、子供達が tuas / eu ; tu as / aime ; tu as / 
une ,carte postale illustreeなどと、 Liaisonをしないことに気がつきました。
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子供だけが Liaisonをしないのかと思いましたが、念のため子供の母親に確
かめてみました処、 tuas / eu ; tu as,...eu と数回繰り返えした後で、
「Liaisonしません」とのことでした。
フランス人は無意識の中に Liaisonしたり、しなかったりしているのであるか
ら、なぜ Liaisonしないかと、問われると返事に困るようです。 C'est une 
question d'habitude. という以外には、理由はなさそうです。理由はともか
く、実際には次のように発音されています。
j'ai eu nous,...avons,...eu 
tu as / eu vous,...avez,...eu 
il,...a eu ils,...ont,...eu 
ele,._a eu eles,...ont--eu 
etreは2人称単数形でも、 tues,...alも； tu es,...a l'ecoleのように Liaison
されています。 tu es,._a I'もcoleの場合は Liaisonしない人もあります。フ
ランス人はよく pareuphonieと言いますが tuas / euと tuas,...euとど
ちらが音調がよいものでしょうか。
時の経過とともに、言葉が変ることは、誰もが知っているところです。極め
てありふれた言葉でさえも、僅々 2,30年の間に用いられなくなることがあり
ます。ある必要があって「3つ揃いの背広」のフランス語をしらべたことがあ
ります。 ある辞書には veston complet とあり、他の辞書には complet
vestonとあり、止むを得ずフランスに照会しました。 パリの百貨店 Louvre
の chef-tailleurの回答として、次の返事を受けました。「今から 30年程前ま
では unveston completと言っていた。 un complet vestonなる言葉は私
は知らない。今は誰でも uncompletと言う」。このような日常使われる、簡
単な言葉でさえも、変わるのですから、まして Liaisonのような音声だけで記
録されないものは、どれ程多くの変化が起っているか、我々は想像も出来ませ
ん。
かなり以前のことでありますが、同僚であった agrもgもであるフランス人教
師に、日本人の書いた文章と見れば片っ端しから直す癖の人がいました。文法
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上正しくあろうが、なかろうが直さなければ気がすまぬ人でした。ある日、試
みに Carc'est le temps ou les feuilles tombent une a une sur・les 
blanches epaules des statues .... という文章を紙片に書いて、黙って机の
上に載せて置きました。 Agrもgもの先生、その紙片を見るや直ちに lesepaules 
blanchesと訂正されました。 これも日本人が書いた文章であると感違いした
からなのでしょう。もっとも多くの文法書に "L'adjectifde couleur se place 
generalement apr蕊 lenom.''とあるから "epaulesblanches"と書く方が
文法にかなっているのでしょう。その後しばらくたってから、AnatoleFrance 
の Lettrede mon amiを持ち出して、同じ個処を示し、説明を求めたところ、
lei, "les blanches epaules" est plus harmonieux que "les epaules blan -
ches"とのことでありました。 残念ながら lesblanches epaules と les
epaules blanchesと、はたしてどちらが harmonieuxであるか、私には判断
がつきません。 和文仏訳の際は、文法の通則に従って lesepaules blanches 
と書いた方が無難なようです。一個所だけ、気のきいた語葉を使ってもその他
の文章がそれに釣り合わなければ、上衣だけ立派な物を着ても、下からぼろを
たらしている人のようで、フランス人には却って目障りになるらしくあります。
女性の地名、および母音字ではじまる男性の地名の前に、 enや deが来た
時は定冠詞を省略することは、すべての文法書が教えていることです。しかし
必ずしもそうとは限らないので、我々は困る次第です。
Ernest Lavisseが I'amourde la patrieを論じた中に、次の文章があり
ます。
En la France la nature, evitant les extremes, adoucissa:nt les contrastes, 
mais pla<;ant quelque chose de tout s'est exprimもetout entiere avec 
toutes ses forces et toutes ses graces. 
フランス人の説明では、 Ondit plus generalement : en France; mais 
en la France est plus exprssif, とのことであります。 Enla Franceが単
なる強調形であるならば C'esten la France que mon ami Torii est mort. 
と書いてもいいはずでありますが、勿論これは誤であるとのことです。そうす
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ると、 en la Franceは enFranceの単なる強調形ではなく、別な意味を持
つのではないかと考えられます。すなわち、定冠詞がつけば、その物全体を意
味しているように思われます。 enFranceは「フランスに、フランスでは」の
意味で enla Franceは「フランス全域にわたって」の意味に解することが出
来ると思います。同じく、 leslimites de la France ; la gもographiede la 
France も「フランス全体」 の意味にとれると思います。 これに反して、 Il
vient de France ; Ilvient d'Europe. は単に出発地点を示すだけで、フラ
ンス全体、ヨーロッパ全体を考える必要はありませんから定冠詞は不必要なの
であります。
実際上は lesvilles de France, d'Asie, d'Europe ; les villes de la 
France, de I'Asie, de I'Asie, de I'Europe等はいずれも、 同じように用
いられているようですが、次の文にあっては多少の相異が認められるでしょう。
Les villes d'Europe ne ressemblent pas a celles d'Asie 
この文にあっては、都市と都市との比較が重要なので、 d'Europe; d'Asie 
は単なる形容詞の役目を果たすのでありますから、定冠詞をつける必要はない
と思います。 Lespeuples de I'Asie jouissent maintenant I'indもpendance. 
では「アジア全域」の意味を持つと解釈されます。
Sur le front de nos bataillons, 
Elevant sa lance. 
Aux accents guerriers du clairon, 
Le drapeau s'avance. 
Qu'il est noble et fier qu'il beau ! 
Saluons ici le drapeau, 
Le drapeau de la France. 
これは小学生の唱歌です。 le drapeau de la France と定冠詞が入ってい
るのは、歌詞であるからで、特に地名を強調したのであるという見方は当らな
いと思います。散文ならば Ledrapeau de France ondoie au gre de la 
brise de mer qui souffle si doucement depuis ce matin. のように定冠詞
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なしに書くのが普通です。
Le gouvernement de la France est une republique depuis 1789. 「フラ
ンスの政体」を意味する時は、 定冠詞をつけ、 「フランス政府」の場合は le
gouvernement franc;aisと形容詞をつけます。 lagもographiede la France 
は定冠詞をつけるのに、 I'histoire de Franceはなぜ定冠詞を省略するので
しょうか。文法的には deFranceは形容詞的意味に用いられたのであると、
説明することが出来ますが、なぜ形容詞的に用いなければいけないのか、理屈
だけでは説明困難であります。フランス人は C'estune question d'usage. 
と言います。
地名の前に en,a, dans等、いずれをつかうべきかについては、それぞれ
の場合に応じて違っています。 Portugal, Danemarkは男性名詞であるに拘
らず、 古くは女性名詞として取り扱われていました。 La plupart de ces 
lyriques composerent des poもsiespastorales, genre toujours tres cultive 
en Portugal (Larousse du xxe siecle). En Danemark, la musiqueもtait
fort en honneur des le XVIIe siecle (-dito-). 現在は auPortugal, au 
Danemarkと言われていますが、今でも enDanemarkと言う人もあります。
l'histoire de Portugalとも I'histoiredu Portugal とも言われます。 I' 
histoire du Danemarkの場合は男性名詞の通則に従っています。
フランスの anciennesprovincesの前には、大体 enをつかいますが、 au
をつかう場合もあります。 enIle-de France; en Bretagne; en Normandie; 
,en Picardie; en Champagne ; en Bourgogne ; en Alsace ; en Lorraine ; 
en Gascogne; en Auvergne; en Provence; en Franche-Compte; en 
Touraine ; en Anjou. DauphinもLanguedoc; Limousin ; Maine は en,
auのどちらもつかわれています。
フランスの departementsの場合は次の通りです。 enSeine-et-Oise; en 
Seine-et-Marne; en Eure-et-Loir; en Meurthe-et-Moselle; en Lot-_et-
Garonne; en Tarn-et-Garonne; en Sa6ne-et-Loire; en Maine-et-Loire; 
en Indre-Loire; en Loir-et-Cher; dans・le Gard; dans I'Hもrault;en 
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Haute-Savoie; en Savoie; dans l'(en) !sere; dans la Drone; dans les 
.Hautes-Alpes; dans Jes Basses-Alpes ; dans les Alpes-Mari times; dans 
la (en) Vaucluse; dans le (au) Var; dans les Bouches-du Rhone; en 
.Haute-Marne; dans l'Aube; dans les Cotes-du-Nord; dans les (aux) 
Finisteres; dans le Morbihan; dans la (en) Mayenne; dans la Sarthe; 
,dans le Loir; dans le Loiret; dans la (en) Loire-lnferieure; en Vendee; 
-dans les Deux-Sevres ; dans la Vienne ; dans I'Indre ; dans l'Yonne ; 
,dans la Nievre; en Cote-d'Or; dans la (en) Haute-Saone; dans le 
.Doubs; dans le Jura; dans I'Allier; dans I'Ain; dans la (en) Creuse; 
-dans la Haute-Vienne; en Charente ; en Charente-Infもrieure; en 
Gironde; en Dordogne; dans la (en) Correze; dans le Lot; dans les 
(aux) Landes ; dans le Gers ; dans les Basses-Pyrenees ; dans les 
Pyrenees; dans la Haute-Garonne; dans. I'(en) Ariege; dans l' 
Aisne ; aux Ardennes ; dans la Marne ; dans la Meuse ; en Moselle ; 
:au Bas-Rhin; dans le Haut-Rhin; dans les Vosges; dans les (aux) 
Pyrenees-Orientales; dans le (au) Ruy-de-Dome; dans la Loire; 
dans le Rhone; dans le Cantal; dans la Haute-Loire; en Ardeche; 
,dans l'Aveyron; dans la (eu) Lozere; dans le (au) Tarn; dans le 
Nord; dans le (au) Pas-de-Calais; dans la Somme; en Seine-Inferieu-
re; dans l'Oise; dans I'Eure; dans le Calvados; dans la Manche; 
, dans I'Orne; dans l'Ile-et-Vilaine. 
外国の州名は、女性の場合は en. 男性の場合は dansle, しかし母音字で
はじまる男性名詞の前には en.en Fcosse ; en Lombardie; dans le Hokkai -
-do ; dans le Kyushu ; dans le Shikoku ; en Alaska. 
島の名は次のように en,a la,aux, aの区別があります。 enCorse; en 
:Sicile; en Tasmanie; en Sardaigne; en Islande; en Nouvelle Guinee; 
-en Nouvelle Caledonie; en. Nouvelle Zelande; a laGuadeloupe; a la
Martinique ; a laReunion ; a l'ile Marianes ; aux iles Carolines ; aux 
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Philippines; aux Nouvelles Hebrides; a Sumatra; a Borneo; a Java; 
a Timor; a Malte ; a Formose ; a Sakhaline ; a Hawai ; a Cuba ; a 
Ste Hもlene; a Madacascar ; a Ceylon ; a Chypre. 
女性の定冠詞をもった大きい島には enをつかい、小さい島には alaをつ
かいます。定冠詞をもたない島には aをつかいます。 しかし実際上、島の大
小を一一判断することは困難なことで、我々は前例によって覚える以外には方
法はないと思います。
都市名の前には aParis ; a Londresのように aをつかうのが通則である
ことは、誰でもが知っているところです。母音ではじまる都市名も aOrleans;. 
a A miens; a Angouleme; a Alenc;onのように例外ではありません。とこ
ろが enAvignonのような例外も飛び出して来ます。言葉のむづかしさが感
じられます。
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